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所有の貸事務所建築の構造と収益性」は、第１・２章の考察を前提として行われた個別事務所建築の意
味付けである。ここでは、三菱財閥が丸ノ内地区で関与した全事務所建築の計画実施図面を用いて、構
造形式（煉瓦組積造・鉄筋コンクリート壁構造・鉄筋コンクリートラーメン構造・鉄骨鉄筋コンクリー
ト構造）の変化が、収益部面積比率を向上させる上で大きな役割を果たしたことを実証している。また、
構造形式の変化とともに発生した平面計画手法の変化についても、これまでの単純な発展史観ではなく、
日本の近代化に伴う商習慣の変化や資本の拡大などを考慮した現実的な事務所建築形成の道程を提示し
ている。第４章「復旧工事にみる旧丸ビルの建築計画の変化」は、第３章で検討した構造形式・収益性・
平面計画との相関関係を如実に表現している旧「丸ノ内ビルヂング」の事例検証である。以上第１～４
章が三菱財閥の行った丸ノ内地区を主たる事例として扱っているのに対して、補章「ＲＣ造導入期にお
ける事務所建築の構造形式と平面計画」は、三菱財閥と三井財閥が同時期に行った事務所建築事業を比
較検討することで、開発者の事業形態の相違が鉄筋コンクリート構造という新しい構造技術の導入方法
に反映した事実を明らかにしている。最後の「終章」は、第１章から補章までの実証的な検討を通じて
得られた成果を総括したものである。 
 以上のように本論文は、日本における事務所建築の形成過程を、これまで試みられることがなかった
開発者・施主の視点から考察したものであり、日本に固有の事務所建築の形態がどのような経過を経て
成立していったかを、複眼的に描き出すことに成功している。また、事務所建築という単体のビルディ
ングタイプのみならず、オフィス街という近代固有の公共空間が、いかなる意図の下で企画され結果と
してどのような景観を呈するにいたったのかについても示唆に富む考察を行っている。このように、本
論文は、得られた結果に加え着想や研究手法の新規性においても特筆すべき内容をもつものとなってい
る。したがって、本学大学院の博士学位論文に十分に値するものとして評価できよう。 
 
 
